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床であって堤外地と堤内地とが細粒砂層によって通じて

おり，この層による漏水が堤防を下部から洗掘して破堤

にまで到らせたものとされている4）．また埋設樋管の埋

戻し不良が破堤の直接原因となった例も極めて多いが，

昭和27年6月長良川右岸海西村地先の場合は特に有名

で，ここでは平時の流路が左岸よりにあったために埋戻

しに注意を怠り，また維持管理も不十分であったようで

ある・大体この種の原因による破堤は，均一一な堤体断面

を惨透する水による破壊とい．，た土質工学の正攻法では

解決の困難な問題であり，しかも全延長にわたって一様

な水準の安定性を要求する河川堤防では施工上かえって

最も重要視すべき問題なのである．

　堤防破壊の詳細をさらに細かに述べることは紙面の都

合で避けてその大要は第2表に譲るが，今までにもたび

たび例示した昭和28年6月末の豪雨による北九州での

災害は非常なもので，この中建設省の直轄5河川の分に

ついては九州地方建設局から水害報告書が出ているので

その状態をかなり詳しく知り得る．例えば筑後川の平地

部に入v’．てから聞もなくの原鶴温泉附近から久留米市附

近までの約30kmの間に，26ケ所の完全な破堤があり，

この他に破堤までには到らなかった崩壊の58ケ所と護

岸施設の損潰の38ケ所とが同温泉から河口までの約55

kmの間に分布しているのである．

6．河川堤防破壊の一般的な問題点と対策

　長い長い距離にわたって一ケ所の不備もなく水を溜め

る構造物を作ることは容易ではなく，特にこれを多種多

様な土で様子のよく判らない基礎地盤上に構築しようと

するのは極めて困難なことだというべきである．しかも

この河川堤防のあちこちにはそれを横切って多くの水門

や樋管までも蔵しているのである．ところで一般に破壊

現象は局部的な弱点に集中して起るものであるが河川堤

防では特にこの点が顕著であり，また一ケ所の破堤は他

の個所の破壊を救うこともある代りにまた別の意外な弱
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点へと波及することも多い・また河川堤防のような大規

模な工事は短時日には完成の形にまで到達しないから，

全部が完成さえしていれば受けないで済んだような災害

を，例えば上流部の堤防の未完成ののために下流部が受

けるということもあるのである．

　このようにみてくると河川堤防破壊の一般的な問題点

の中の最大のものがこの局所的な弱点の露呈ということ

にあり，従ってその対策としてはいかにしてこのような

局所的な欠点を作らずに済ませるか，またいかにして合

理的にこれらの弱点を見つけて防ぎきるかということに

要約される．

　盗流にょる破堤を避けるためにはその寸前に計画的な

盗流堤だけを浴流させることも考えられよう．漏水個所

は普通の洪水時にも大体判明するものであるから，大洪

水の前に適切な遮水工事を行うべきである．堤体を横切

る構造物の周囲の土の埋戻しには入念すぎるということ

はない．またこの部分の漏水防止のための構造はさらに

研究すべきである．上流から水が廻って裏法までも流水

に洗われる可能性のあるところでは裏法脚附近の法面防

護も大切である．等々。

　このような極めて特殊と思われる対策が，第2，3，4

節で述べたようfat　一一般の堤体の合理的な設計・施工とい

った問題とともに，普遍的な士質力学的考慮の対象とな

り得て始めて河川堤防も十分にその機能を発揮する日が

くるであろう．　（1955・2・22）
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